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「褒める（ほめる） 認める教育の大切さ」 
 

鹿屋市教育委員会生涯学習課長 山口 良二 

『ほめられし ひとつのことのうれしかり 

いのち愛しむ 夜の思いに』 

これは、島 秋人（しま あきと）という

死刑囚が詠んだ歌です。 

彼は、生育環境に恵まれず、幼少から病弱

で、貧しさの中不遇な学校生活を送りました。

中学校卒業後犯罪を重ね、24 歳の時、飢えに

耐えかね民家に押し入り、強盗殺人を犯し死

刑判決を受け、７年後に刑が執行されました。 

絵に描いたような辛苦に満ちた転落の人生

です。彼は、暗い刑務所の中で、自分の取り

返しのつかない人生を後悔の中で振り返りま

す。その中で、何度も何度も、自分の人生の

灯りを探します。そして、少年時代にたった

ひとつだけ褒められたことを思い出します。

「君は絵は下手だが、構図はいい。」中学生の

頃、美術の時間に先生から褒められた、たっ

たひとつの言葉を思い出し、この恩師に手紙

を書いたことで彼の人生に灯りがともり始め

ます。 

  先生は、彼に３首の短歌を添えて返事を送

ります。この短歌にふれたことをきっかけに、

彼は短歌を学び、才能を開花させ、刑執行ま

での７年間で数百もの歌を詠みます。その歌

はいくつもの賞を受け、歌集出版を勧められ

るほどになります。しかし彼は「被害者のご

遺族に申し訳ない。私の刑が執行された後に

してください。」と固持します。彼の死後発刊

された歌集に修められているのが冒頭の歌 

『ほめられし ひとつのことのうれしかり 

いのち愛しむ 夜の思いに』 辞世の句です。

彼は最後の手紙の中でこう言います。「どう

か、どんなくせのある、どんな境遇の子ども 
 

でも、褒めてやってください。」子どもを 「褒

めること」「認めること」 がいかに大切であ

るかを深く考えさせられます。 

 親、教師、地域の大人のたったひとつの言

葉が、子どもの人生に影響を与えることがあ

る。子どもの心に灯りをともし、人生を救う

きっかけになることさえある。また、その逆

もある・・・。 このことを私たち大人は、

肝に銘じなければならないと思います。  

最後に、彼の残した歌のひとつ・・・。 

『ほめられし事 繰り返し憶(おも)ひつつ 

身に幸多き 死囚と悟りぬ』 

 この広報誌「あおぞら」は、地域の子ども

たちをみんなで守り育てていこうとする市民

の輪を広げていくことを目的に、毎月１回発

行しております。 

 鹿屋市内小・中学校の校長先生方の青少年

健全育成に関わる玉稿をはじめ、教育相談室

の利用状況、育成指導員や校区の青少年育成

指導委員の巡回の様子、不審者情報等を掲載

しております。子どもは地域の希望です。子

どもたちの健やかな成長のために参考として

いただけたら幸いです。 
            


